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女学校創設期の服飾資料の保管の現状
日本家政学会服飾史・服飾美学部会

好田 由佳・難波 知子・藤本 純子
田中 淑江・水野 夏子・森 理恵

シリーズ

1．はじめに

　近代日本の女学校創設期の貴重資料は，現在，女学校
をその母体の一部として継承している高等学校や大学で
保存・公開が図られているものの，今後は，保管場所や
人材の問題で貴重な資料が消滅していくことも危惧され
ている．そこで，日本家政学会服飾史・服飾美学部会で
は，特別シリーズ企画として，「女学校創設期における服
飾に関する貴重資料保管の現状調査とその情報分析・発
信」に取り組むこととした．現在，全国各地の女子大学
が保管している高等女学校創設期の貴重資料の現状を調
査し，その現存する貴重な資料を大学 HP，学会誌や部
会報に掲載することで，少しでも女学校創設期の服飾資
料を後世に伝えることを目的としている．
　まず，第一段階の取り組みとして，文化遺産ともいえ
る女学校創設期の服飾資料が各女子大学でどのような状
態にあるかを，その沿革とともに大学ごとに順次報告し

ていくこととした．以下創立年順とする．（好田由佳）

2．お茶の水女子大学

（1）お茶の水女子大学（1875年創立）
1）沿革
　お茶の水女子大学は，女性教員の養成を目的として設
立された官立の東京女子師範学校に始まる．東京・御茶
ノ水（文京区湯島）に₁₈₇₅（明治 ₈）年に開校した．当
初は小学校の教員養成が目指されたが，男子の東京師範
学校との合併（₁₈₈₅年），高等師範学校への昇格（₁₈₈₆
年），女子高等師範学校の分離・独立（₁₈₉₀年）を経て，
女子師範学校，高等女学校，小学校の教員および幼稚園
の保母を養成する課程・カリキュラムが整えられてい
く*₁,₁）．₁₈₉₉年からは，文科・理科・技芸科の三分科制
となる．₁₉₁₀年に奈良女子高等師範学校が設立されたこ
とに伴い，校名を東京女子高等師範学校に改称し，終戦
後の₁₉₄₉（昭和₂₄）年に新制大学としてお茶の水女子大
学が発足した．なお，校地は関東大震災により焼失し，
文京区大塚に移り，現在に至る．
2）現存する服飾資料
　東京女子師範学校時代からの各種資料は，₂₀₀₆年に設
置された歴史資料館において，収集・保存，調査・研究
が行われている．服飾に関する資料は，歴代の女子学生
の服装が窺えるものと本学で行なわれた裁縫教育に関す
るものとに分けられる．
　前者については，服装規程が窺える文書や記録類，当
時の学生の姿が写った写真類，徽章類，実物資料などが
あげられる．特に卒業写真および卒業記念写真帖（アル
バム）は，全てデジタル化され，大学図書館の HPで公
開されている₂）．卒業写真には，₁₈₇₈（明治₁₁）年から
₁₉₅₂（昭和₂₇）年までの本学卒業生の服装の変遷が確認
できる．男袴から着流し，洋装（バッスル・スタイル）
から再び着流しとなり，女袴の着用を経て洋服に移り変
わっていく．その他，創立時の師範学校生徒たちに支給
された徽章の簪，その後の男子師範と合併していた時の
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「範」の字をかたどった徽章，₁₉₁₃（大正 ₂）年に制定さ
れた桜の徽章，戦後制定されたお茶の花の徽章など各時
期の徽章類も所蔵されている．服飾の実物資料には，本
学の体操教員であった井口阿くりが₁₉₀₅年頃に提案した
セーラー型の体操服がある（図 ₁）．本資料自体は₁₉₁₆年
に入学した学生からの寄贈品であるが，形状は明治期の
体操服と一致する（図 ₂）．先に述べた通り，本学は関
東大震災により校舎を焼失しており，明治期から大正期
にかけての資料は少ない．そうした中で本資料は関東大
震災以前の体操服の実像を伝えてくれる貴重なものであ

る．
　もう一つの裁縫教育に関する資料については，和服・
洋服製作のための掛図類，ミシンやアイロンなどの道具
類，編物や袋物などの見本類，織物標本，被服標本（韓
国・中国・台湾の服飾品，婦人標準服，野良着など），日
本の歴史装束の雛形および人形，当時の学生のレポート
などがある．これらは主に関東大震災以降，本学に所蔵
されたものである．日本の歴史や東アジアの服飾なども
参考にしながら，裁縫や衣生活に関する研究・教育が行
われたことが窺える．
3）課題
　本学の服飾資料をめぐる課題の一つは，現状を把握で
きる目録の整備が進んでいないことである．₂₀₀₁年に大
学資料目録が作成されたが，学内に散らばる資料を網羅
できておらず，また現在までに寄贈を受けた資料につい
ては追加されていない．今後，資料を有効活用していく
ためには，目録のさらなる整備が必要である．

（2）お茶の水女子大学附属高等学校（1882年創立）
1）沿革
　お茶の水女子大学附属高等学校は，₁₈₈₂（明治₁₅）年
に東京女子師範学校附属高等女学校として開校した．
₁₈₉₉年の高等女学校令の公布に先駆けて設立されており，
普通教育を行う女子中等教育機関の嚆矢，模範とされた．
高等女学校では良妻賢母の育成が目指され，普通教科の
他に，裁縫や家事など男子の中学校にはない女子向けの
科目が加えられた．
2）現存する服飾資料
　本学の服飾資料も大学と同様，歴代の女子学生の服装
が窺えるものと本学で行なわれた裁縫教育に関するもの
とに分けられる．前者において特筆すべきは，本学生徒
の制服変遷を描いた日本画の掛軸が所蔵されていること
である（図 ₃）．これは₁₉₃₄（昭和 ₉）年に創立₅₀周年を
記念して制作され，日本画家の坂内青嵐が描いたもので
ある．当時，坂内の娘が本学に在籍しており，その娘を
モデルに描いたといわれている．掛軸は ₈幅あり，それ
ぞれ「明治₁₈年～₃₁年頃の式服」「明治₂₅年頃の通学服」
「明治₃₀年頃の通学服」「明治₃₅年頃の通学服」「大正元年

図 2 　スウェーデン体操をする女子学生（1911年）

（お茶の水女子大学所蔵）

図 3 　掛軸「東京女子高等師範学校附属高等女学校生徒服装の変遷」（坂内青嵐，1934年）

（お茶の水女子大学所蔵）

図 1 　セーラー型体操服（お茶の水女子大学所蔵）



頃の通学服」「大正₁₀年頃の通学服」「昭和 ₇年の通学服
（セーラー服）」「昭和 ₇ 年の通学服（ジャンパースカー
ト）」と題され，ほぼ等身大のサイズで描かれている．本
資料はお茶の水女子大学附属高等学校に所蔵されている
が，デジタル化され，お茶の水女子大学の附属図書館HP

で公開されている₃）．この他に，₁₈₈₅（明治₁₈）年以降
の卒業写真と大正期以降の入学写真が所蔵され，デジタ
ル化済みだが，公開はされていない．裁縫教育に関する
資料には，アイロンやこて，織物標本，染色関連品（絞
り器，染料，図案など），被服見本（羽織，袷長着，子ど
も服など），袷長着やブラウスなどの部分縫い見本があ
る．
3）課題
　本学の服飾資料をめぐる課題は，歴史的資料をいかに
保管・活用していくかである．附属高女時代の資料は附
属高校に所蔵されているものが多く，大学のような歴史
資料館の設備や専門的な職員はいない．上述の掛軸や写
真類に関してはデジタル化が進められているが，今後さ
らに連携を図りながら，資料の保管・活用方法を模索し
ていく必要があるように思われる．（難波知子）

3．同志社女子大学（1876年創立）

（1）沿革
　同志社女子大学の始まりは，₁₈₇₆（明治 ₉）年に京都
御苑内の旧柳原邸内において，同志社の創設者である新
島襄，妻・八重，米国人宣教師 A. J. スタークウェザー
（Alice Jannette Starkweather）らによって開かれた女子
塾である．開学当初の生徒数は₁₂名であった．₁₈₇₇年 ₄
月には，新島襄を校長として京都府勧業課の正式な認可
を受け，同志社分校女紅場を開設する．しかし，綴字，
正音，作文，文法，算術，地理，理学大意，万国史，修
身学，裁縫，日本学の学科目に関して，婦女子の勧業授
産を要とする女紅場の名称にふさわしくないとの申立が
あり，同年 ₉月に同志社女学校と改称する．翌₁₈₇₈年に
は，今出川通の二条邸趾に新築した校舎（図 ₄）へ移転
するが，その費用をはじめ創設期の運営は，アメリカ
ン・ボード（ウーマンズ・ボード）の援助によるところ
が大きい．₁₈₈₂年 ₆ 月には第 ₁回の卒業生 ₅名を輩出し
た（図 ₅）．全員がクリスチャンであったという₄）．

（2）創設期における貴重資料
　創設期の服飾関連資料としては，写真，文書，実物資
料がある．現在，同志社女子大学史料センターにおいて，
それらの収集・整理・保管・運用・公開に取り組んでい
る．写真資料のうち，教員と生徒の集合写真では，洋装，
和装，および年度による服装の変遷を見ることができる．
図 ₆ の第 ₇ 回卒業式の際の写真には，洋装姿の新島襄

（後列中央）ら男性と米国人教師（両端），和装姿の新島
八重（後列右）および女子生徒が並んでいる．
　初期の写真では制服の着用を確認することは難しいが，
₁₉₂₄（大正₁₃）年 ₄月より「洋式学生服を着用の事決定」
となり，セーラー服タイプを含む三様の雛形が示され
る₅）．雛形の解説には「是迄御着用のものあらばそれに
て差支ありません」と併記され，また回想録に「殆どの

図 4 　同志社女学校校舎

（同志社社史資料センター所蔵）

図 5 　第一回卒業生の写真（1882年）

（同志社社史資料センター所蔵）

図 6 　第 7 回女学校卒業式の写真（1889年）

（同志社女子大学史料センター所蔵）



生徒がセーラー服を着る様になった．しかし，戦争が
終ってからは又，元の自由服に戻ってしまった」₆）とある
ように，制服着用の規定は緩やかで短期間のものであっ
たようである．制服を設けない自由な服装の校風は，現
在の中学・高校・大学へと受け継がれている．

（3）現存する遺品
　実物資料は非常に少ないが，H. F. パーミリー （Harriet 

Frances Parmelee）の遺品として，図 ₇ のような縦 ₇ 
cm×横 ₁₅ cm程度の編みかけのタッチ・レースやボビ
ン，小鋏，下絵付きの布地，レース衿等がある．H. F. 

パーミリーは₁₈₈₀（明治₁₃）年より ₂年間，英語，英文
学，体操，編み物を教えたとされる．「日本に於いてレー
ス編を最初に教えられたのは先生ではなかったか」₇）とも
いわれているが，これらの資料が同志社女学校で用いら
れたものであったかどうかは明らかではない．H. F. パー
ミリーが₁₉₃₃年に亡くなるまでの晩年を共に暮らした宮
川家より寄贈された遺品は，詳細が不明であるが，明治
から昭和初期の服飾や手芸を示す貴重な資料である．（藤
本純子）

4．梅花女子大学（1878年創立）

（1）沿革
　₁₈₇₈年（明治₁₁年）に，澤山保羅，協力者成瀬仁蔵ほ
か教会信徒有志らにより，キリスト教主義を建学の精神
とする梅花女学校が大阪・土佐堀裏町₁₀番地に開校され
た．海外からの宣教師団によるミッション・スクールで
はなく，日本人教会と生徒の学費で運営された国内初の
自給の女学校である．保羅が牧師をつとめた浪花公会と
その母教会である梅本町公会（現・大阪教会）の教会員
の協力があったことから「梅花」と名付けられた₈）．
　創設期の教育内容は，邦語（文章），英學（翻譯文典），
數學（代數），理學（生理，物理，化學），史學（文明
史），修身，音楽（唱歌），講談（談話），體操，裁縫，地
学（地質學） 生學（植物學） 星學（天文學） 理財（寶氏經
濟學），家政（家政要史）」（明治₁₆年の文部省第十一年報
より）と記録に残っている．なかでも洋裁（フィラー担
当），和裁，音楽（レビット担当）において優れた内容を
教授していたとされている．学生のアルバイトも受け入
れられており，手芸等によってできあがった作品をアメ
リカの教会のバザーで売ってもらい，その収益を苦学生
の奨学金にしようとするものであったという₉）．
　図 ₈は開講当時の土佐堀校舎の写真である．右端には
梅花女学校の創設に協力した洋装姿の宣教師が立ってい
る．図 ₉は，₁₈₈₂年の梅花女学校第一回卒業生の着物姿
の記念写真である．日本に女学校が創設されはじめた時
期の女学生たちはエリート女性であったともいえる．

（2）創設期における貴重資料
　ここでは，梅花女子大学が保管する服飾関連の貴重資
料を紹介する．
　梅花女学校のバスケットボールは，₁₈₉₀～₁₈₉₄年に校
長を務めた成瀬仁蔵によって広められたとされている．
現在の梅花学園のHPにおいて，₁₉₀₉年にバスケットボー
ル対抗試合が現神戸女学院と実施された記念写真が公開
されている（図₁₀）．その写真では，梅花女学生は着物と
袴を装い，左胸にアルファベットの ＇B＇ がアップリケと
して施されている．それに加え，₁₉₀₀年頃に女学生に人
気であった筒袖を採用していることがわかる．

図 7 　H. F. パーミリーの遺品（タッチ・レース，ボビン，
小鋏）

（同志社女子大学史料センター所蔵）

図 8 　開校当時の土佐堀校舎（1879年）

図 9 　梅花女学校第一回卒業生（1882年）



　これは明らかに対抗試合のためのスポーツの装いで，
梅花学園創設期において，スポーツウエアの萌芽である
装いが女学生に着用されていたことがわかる．
　また，大正期の写真（図₁₁）では，着物と袴でテニス
を楽しむ姿が認められる．大きなリボンは，当時流行の
女学生スタイルである．
　女学校創設期において，キリスト教主義の女学校間で
は，スポーツをとおした交流が行われていたことがこれ
らの写真より確認できる．

（3）服飾に関する貴重資料の保管の現状
　梅花女子大学における貴重資料は，梅花女子大学資料
室で保管されている．しかし，制服の寄贈物に関しては，
かなり傷んだものしか保管されていないのが現状である．
写真資料に関しては，梅花女子大学ホームページ「学校
法人梅花学園のあゆみ　₁₈₇₈～デジタルアーカイブス」
で一部紹介されているが，服飾資料に特化した扱いはな
されていない．
　今後の課題として，制服の寄贈物を適切な状態で保管
することが第一に挙げられる．また，貴重な過去の制服
を研究資料として活用できるように，₃Dデジタルデータ
としてライブラリ化することが必要である．（好田由佳）

5．共立女子大学（1886年創立）

（1）沿革
　₁₈₈₆（明治₁₉）年に共立女子職業学校は₃₄名の発起人に
より設立された．設立の目的は「女子に適応する諸職業を
広く授け広く世の婦女子に実業を得しめんとする」と学校
設置願に記載されている₁₀）．この記述から，本校は新しい
時代を生きる女性に技術を身に付けさせ，自立を促がすた
めに設立したことがわかる．草創期の教育内容は術科と学
科に分かれていた．術科では裁縫，飾帽，編物，縫取
（刺繍），図画，押絵，造花，学科では読書，習字，算術，
作文，家政，理科を学ぶことができた（図₁₂）．実技には
定評があり，本学学生の作品は皇室に天覧，嘉納といっ
た名誉を受けた*₂,₁₁）．更に全国の女学校を代表して万国
博覧会に作品を出品し，数々の賞を受賞した*₃,₁₂）．また
生徒の製作品を販売し得た利益の一部を学生のために貯
金し，卒業時に払い戻すことが制度化されていた₁₃）．

（2）草創期の本学学生の装い
　本校創設期の学生の装いを卒業アルバムから調査する
と，日本髪に着流し姿である（図₁₃）．明治₂₀年代後半で
も教員や学生の様子は日本髪が多く，同様の姿である．
学生回顧録には，ある学生が紫袴をつけてきたところ叱
られ，一日だけの袴着装であったと記される．当時は風
紀が厳しく誠実勤勉をモットウに訓育されていたので，
華美な装いをする者はいなかったようである．このこと
は本学『第₁₁学年報告』「衣服」の項にも記されている．
「当校は校規に記載する如く着実節約を旨とするが故に生
徒の衣服の如きも務めて質素ならしめ少しく華奢に渉る
やの疑あるものは直ちに諭して改めしむ故に当学年の如
き生徒皆能く本校の主旨をし全く美服を着くる者なきに
至れり」．続いて，₁₈₉₉（明治₃₂）年に高等女学校令が制
定され，各府県に高等女学校が設置されると制服として

図10　バスケットボールの対抗試合（1909年）

図11　テニスミックスダブルス対抗試合

梅花女学校×神戸女学院（₁₉₁₉年）

図12　共立女子職業学校授業の様子

『風俗画報』₁₉₃号（₁₈₉₉年）所載



袴が取り入れられ，袴着装は女学生の象徴となった．し
かし，本学では袴を着装する者は無く，袴着装姿の初見
は，₁₉₀₆年である（図₁₄）．これ以降袴姿は定着した（図
₁₅）．このように本校の袴着用が後発であったことは，校
風が堅実な女性を育成することであり，華美なことを嫌
い厳しい規律を守らせたため，袴への移行が遅かったの
ではないかと考える．

（3）現存する服飾遺品
　本学には当時の学生の衣服類の資料は現存しない．し

たがってここでは，卒業生やその親族から寄贈された卒
業生寄贈資料に着目する．現存の卒業生寄贈資料数は
₁,₄₂₅点である．これらを分類すると以下の通りである．
　 ₁）文書類（年報・学生個人成績簿・裁縫細目並びに
成績・免状各種など）， ₂）写真（アルバムなど）， ₃）
教科書， ₄）裁縫雛形， ₅）その他製作物（刺繍・細工
物など），₆）製作道具類．最多の資料は ₄）裁縫雛形で
全体の約₃₀％を占め，続いて ₅）その他製作物（刺繍・
細工物など）₁₆％， ₆）製作道具類₁₃％と続く．裁縫雛
形は，裁縫に関して数多くの裁ち方や縫い方を効率よく
習得するための教授法であり，実物の寸法ではなく雛形
尺を用いて縮小した寸法で製作した和服や洋服，日用品
などである．当時の各女学校の裁縫教育として取り入れ
られた教授法であった*₄．卒業生はこれらの作品を自身
の傍らに大切に保管していた．現在裁縫関係資料は女学
生時代の思い出であると共に，当時の女子裁縫教育を示
す貴重な資料である．

（4）今後の保存，活用方法
　現状の貴重資料の保存状況は ₁）文書類は中性紙の箱
に保存され， ₂）写真（アルバムなど）はデータ化され
た．また ₃）教科書は図書館資料として順次デジタル
アーカイブ化し，いずれ一般公開となる予定である．続
いて ₄）裁縫雛形， ₅）その他製作物（刺繍・細工物な
ど），₆）製作道具類は，筆者の研究室（被服平面造形研
究室）で調査目録作りを進めている．
　これらの資料は情報を広く公開する必要がある．本学
の試みとして，₂₀₁₉年 ₈ 月 ₁ 日から₁₀月₃₁日まで図書館
と筆者研究室が連携し，「共立女子職業学校卒業生寄贈品
展示―女学生の宝物（共立資料室所蔵） ―」を図書館に
て開催した（図₁₆，₁₇）．本学学生，教職員，高校生，家
族が本学の歴史と伝統を知り，当時に想いを巡らす機会
になったのではないかと思われる．
　今後，創設期当初の貴重資料は，経年劣化を避けるこ
とは難しいが，保存状態の改善の検討を試み，次世代へ
情報を継承しなくてはならない．また調査データをまと
め，広く情報を公開し，被服教育の変遷や女子裁縫教育，
女子教育の研究の発展に寄与することを目指す．（田中淑
江）

6．大阪樟蔭女子大学（1917年創立）

（1）沿革と創設期の教育内容
　大阪樟蔭女子大学の源流である樟蔭高等女学校は，
₁₉₁₇（大正 ₆）年，材木・海運業などで大きな成功を収
め名を馳せていた森平蔵により，大阪に「完全なる私立
高等女学校」を設立することを目指し開校された．創立
者の森は，日本の将来のためには女子教育の機会を広げる

図14　第20回卒業生（1906年）袴姿初見

図15　寄宿生（1909年）

図13　乙科第 1 回卒業生（1887年）



ことが重要と考え₁₄），当時の教育界の第一人者で女子教育
家として有名であった伊賀駒吉郎を初代校長に迎え，「高
い知性と豊かな情操を兼ね備えた社会に貢献できる女性の
育成を目指す」という建学の精神を掲げ，自らが得た財力
を社会へ還元すべく，巨額の私財を投じ現在の東大阪市・
小阪の地で開学に至った（図₁₈）．「樟蔭」の校名は，楠正
成所縁の河内に校地を定めたことに因み，「樟（楠公）の
余芳の蔭を偲ぶ」という意味で名付けられた．校章は楠氏
の「菊水紋」に由来し，菊水をかたどっている．
　大正デモクラシーの進展を背景とした「完全なる」樟
蔭高女の具体的特徴は，定員数の多さと充実した施設・
設備，一流の指導者の配置であった．進学志望者の入学
難緩和にあたり，定員は大規模な₈₀₀名（ ₁学年₂₀₀名）
とし₁₅），普通の女学校の ₂～ ₃倍という広大な校地に洋
風建築の校舎を有し，生徒用の机・椅子，各種器具・機
械類などはすべて特別誂えで，先進的な電気設備（自家
発電機の据付や電気コンロ・アイロンなどの電熱器の完
備），視聴覚機器や₁₈台ものミシンなどが整えられ，さら
には大阪電気軌道（現・近畿日本鉄道）に通学専用列車
を走らせた．また女子教育経験のある教師陣が集められ，
家庭的できめ細やかな指導を展開し，“東洋一の女学校”
と呼ばれるほど理想的で質の高い教育環境を備えた．
　本科（ ₄年制）と専攻科（ ₂年制）で発足され，学科

図16　学生作品や教科書

図17　学生作品や教科書

目は「修身」「国語」「英語」「歴史地理」「数学」「理科」
「図画」「家事」「裁縫」「音楽」「体操」「手芸」「書道」
「博物」など₁₆）であった（図₁₉）．また，逸早く視聴覚教
育を採用したほか，実地教育を重視して校外授業（植物
採集，観劇，展覧会見学，ホテルでのテーブルマナー研
修など）を多く組み込んだ．

（2）創設期の服飾資料と保管の現状
1）文献・図像資料
　樟蔭高女の創設期の装いを知る手がかりとなる文献・
図像資料には，『私立樟蔭高等女学校記念帖』（₁₉₁₈年）
をはじめとする周年記念誌，設立に関する各種資料，学
報，『女子教育の革新』（₁₉₁₇年）などの伊賀駒吉郎著作
物，樟蔭高女を取り上げた新聞記事，卒業生の証言に纏
わる文書，卒業アルバムの写真などが挙げられる．
　文献資料によれば，普段は筒袖の絹物を着用し，祝日
には小大丸呉服店（心斎橋）へ別注文の，袂が長く，袖
に菊水の模様入りの銘仙の五つ紋の黒紋付を着用して登
校し，いずれにも深緑のカシミヤの袴（小大丸に注文）
を用い，同色の靴下，革紐付きの短靴を履いた．袴につ

図18　創設当初の樟蔭（正門）

（樟蔭学園所蔵）

図19　ミシン教室での実習授業（大正末）

（樟蔭学園所蔵）



いては，創設当時，女学校の袴が海老茶や紺などが一般
的である中，差別化をはかるため樟蔭を標榜する袴の色
に深緑が選定された．これは，くすの木の緑₁₇）から考案
されたという．深緑の袴は「樟蔭色」として憧れの対象
とされ，大阪の流行を風靡した₁₈）．また図像資料からは，
樟蔭生の着物と袴のコーディネート，袴の裾上げ（縫い
上げ）や白線（樟蔭の場合は裾線に平行な ₁本の細い直
線）の様子などが見て取れる（図₂₀，₂₁）．
　これらの文献・図像資料は，創設期の樟蔭高女の服飾
教育や樟蔭生の美意識をも紐解く資料といえる．戦災に
よる焼失は無く，ほぼ全て残されており，目録の作成と
デジタルアーカイブ化が進行中である．
2）映像資料
　本学には，₁₉₂₀（大正 ₉）年から₁₉₃₂（昭和 ₇）年ま
での樟蔭高女の学園風景を撮影した₁₆ミリフィルム（₂₀
巻，₄,₀₀₀フィート）が保管されている₁₉）．創設期の映像
として，₁₉₂₀年の各科目の授業や専用電車での通学，朝
会などの風景，また教室や設備，校内の敷地の様子など
が収録されており，髪型を含む当時の樟蔭生の着物・袴

姿やその所作が確認できる．視聴覚教育に力を注いでい
た樟蔭らしい資料である．また，フィルムの一部が放映
された NHK教育テレビの教養特集・映像の証言『大正
の女学生』（₁₉₇₆年）という番組の映像では，創設期に在
学していた樟蔭高女の卒業生らがスタジオで対談し，当
時の学校生活の様相とともに装い（着物や袴）について
語っている．現在，フィルムと NHKの映像は，DVD

（『樟の葉蔭に』全₁₁巻）として大学図書館に配架され，
閲覧可能になっている．
3）実物資料
　実物資料では，大正時代の黒紋付と深緑の袴が現存し
ている．黒紋付は五つ紋の銘仙で，袖には菊水の模様が
入っており，深緑の袴は白線入りのカシミヤ製のもので
ある（図₂₂，₂₃）．これらは寄贈品であり，前述した式典
時などの制服（正装）としての装いである．
　旧洗濯教室で，校内に残っている創設時を知る唯一の
建物「樟古館」（国の登録有形文化財）は，創立₁₀₀周年
を機に，展示室として使用されている．実物資料である

図20　本科 2 回生（1923年卒）

（樟蔭学園所蔵）

図21　入学時の本科 4 回生（1926年卒）

（樟蔭学園所蔵）

図22　式典用の黒紋付と深緑の袴（1922～26年）

（樟蔭学園所蔵）



図₂₂の黒紋付と深緑の袴は，開学以来の歴史を伝える
「樟古館」の貴重な展示資料として活用されている．

（3）	創設期の服飾を“受け継ぐ”という「保管」―深緑
の袴について

　深緑の袴は，樟蔭女子専門学校でも制服に採用された．
大学開設から今日に至っては主に卒業式で装われ，袴の
深緑色はスクールカラー（学園の基本カラー）に設定さ
れている．また，これまでに卒業生から寄贈された袴は
₁₆₀着にも及び，同窓会で保管されている．これら寄贈の
袴は在校生が学園の関連行事で着用できるよう，年間を
通して無料で貸出している．
　創設から受け継がれている「樟蔭色」と称された深緑
の袴は，樟蔭の歴史や伝統，樟蔭生との精神的結び付き
を語るものであり，オリジナリティの所在として樟蔭の
位置づけ（特徴）を示し，また教育面において高い帰属
意識や在校生としての自覚を醸成する役割を担う服飾資
料といえよう．（水野夏子）

7．おわりに

　以上， ₅つの女子大学に保管および記録されている服
飾資料を中心に，それぞれの沿革とともにまとめた．服
飾史のみならず，教育史，女性史研究にとっても貴重な
資料であることがご理解いただけたことと信じる．
　同様の資料および記録は，他大学，または高等学校に
おいても多数保管されていると考えられる．日本家政学
会服飾史・服飾美学部会では，今後も現状調査を継続す
る予定である．会員の皆様におかれては，情報を同部会
までお寄せいただければ幸いである．（森理恵）

脚　注

 *₁ 師範学校生徒の教育実習のために，₁₈₇₆年に附属幼稚

図23　袖に菊水の模様

（楠氏の菊水紋および校章と共通）

園，₁₈₇₇年に附属小学校，₁₈₈₂年に附属高等女学校が設
立された．

 *₂ ₁₈₈₉（明治₂₂）年 ₄月に皇后の行啓があり，₁₉₉₁年より
毎年皇室の天覧，および生徒の作品の嘉納が行われた．

 *₃ ₁₈₈₉年パリ万国博覧会，₁₈₉₃年シカゴ・コロンブス万国
博覧会などに刺繍，造花作品を出品し，銀牌を受賞，こ
の後も博覧会への出展は続く．

 *₄ 渡辺辰五郎（₁₈₄₄-₁₉₀₇）が考案した教授法である．渡
辺は和裁技術の基礎を作り出した功績者．東京家政大学
の前身である和洋裁縫伝習所創設者であり，共立女子職
業学校の発起人の一人である．
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